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総務省統計局 

カンボジア統計局支援チーム 

 

 

カンボジア政府統計能力向上プロジェクト・フェーズ３の概要 

～ 総務省統計局が支援する政府開発援助（ODA） ～ 

 

はじめに 

総務省統計局が中心となって支援している政府開発援助（ODA）であるカンボジア政府統

計能力向上プロジェクト・フェーズ３が、2010年10月から2015年３月までの４年半の予定

で実施されている。このプロジェクトの主な活動は、カンボジア2011年経済センサス、2013

年中間年人口調査及び2014年経済統計調査に対する技術協力、並びに国及び州の統計能力

向上の支援である。 

本プロジェクトは、（独）国際協力機構（JICA）によるカンボジア計画省統計局（以下

「ＮＩＳ」という。）に対する技術協力プロジェクトであるが、カンボジアで実際に技術

指導を行っている専門家は、総務省統計局をはじめとして、総務省統計研修所、（独）統

計センター、（財）統計情報研究開発センター及び（株）日本経済研究所から派遣される、

いわゆる官民合同型のプロジェクトである。 

本プロジェクトの活動内容は、以下の総務省統計局のホームページに掲載されている。 

http://www.stat.go.jp/info/meetings/cambodia/phase3.htm  

なお、フェーズ３に先んじて実施されたフェーズ１は、統計研修に対する支援を中心に、

2005年８月28日から2007年３月31日までの約１年半実施された。また、フェーズ２は、2008

年人口センサスや2009年全国事業所リスティングに対する支援を中心に、2007 年４月23日

から2010年９月30日までの約３年半実施された。 

 

１．プロジェクトの目的 

本プロジェクトの目的は、ＮＩＳ職員、地方統計職員及び各省庁統計職員を対象として、 

我が国の技術指導を通じて、カンボジアにおける経済センサスを始めとした統計調査の実

施能力を向上させることである。 

 

２．プロジェクトの活動内容 

（１）統計局職員をカンボジアへ派遣 

総務省統計局は、我が国の経済センサス等に関する技術をカンボジアに移転するために、

職員２名（統計研修所及び（独）統計センター職員を含む）を、おおむね３か月ごとに、

専門家としてＮＩＳへ短期派遣（毎回１か月程度）する。また、民間からの専門家も随時

派遣する。 

具体的な技術指導の内容は、後出（４）のとおりである。 
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（２）カンボジア人研修員を我が国へ受け入れ 

経済センサスを始めとした統計調査について中核となる人材をカンボジア側に育成する

ために、ＮＩＳ職員（３名程度）を、毎年１か月程度、研修員として総務省統計局をはじ

めとした我が国の統計機関等において受け入れる。 

 

（３）カンボジア人研修員をインドネシアへ派遣 

経済センサスを始めとした統計調査について中核となる人材をカンボジア側に育成する

ために、ＮＩＳ職員（３名程度）を、毎年１週間程度、研修員としてインドネシア中央統

計庁（BPS, Statistics Indonesia）へ派遣する。 

なお、総務省統計局は、インドネシア中央統計庁に対して、1980年から2007年までの間、

断続的ではあるものの、長きにわたって技術協力を実施してきた。 

 

写真１ インドネシア中央統計庁における研修 

 

（４）技術指導 

我が国から派遣された専門家は、主に以下の２点について技術指導を行う。 

①2011年経済センサス、2013年中間年人口調査及び2014年経済統計調査の企画、集計（プ

ログラミング等）、分析等に関する技術指導 

②地方における小地域集計、分析、結果提供等に関する技術指導 
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写真２ カンボジア計画省統計局職員に対するプログラミングの技術指導 

 

（５）プロジェクト関連設備の充実 

州計画局の設備改善を目的として、全24州の計画局におけるパソコン等の集計・結果提

供用の機材を充実する。 

 

（６）各省庁に対する統計研修の実施 

ＮＩＳのみならず各省庁についても統計機関の能力向上を図るために、各省庁の統計職

員に対し、統計研修を実施する。 

 

（７）地方に対する統計研修の実施 

中央のみならず地方についても統計機関の能力向上を図るために、地方の統計職員に対

し、統計研修を実施する。 

 

写真３ カンボジアの地方統計職員に対する研修 
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（８）経済センサス・セミナー等の開催 

本プロジェクトの活動を内外に広くアピールすることを主な目的として、経済センサ

ス・セミナー等をカンボジア国内で数回開催する。これらのセミナーには、カンボジア政

府統計関係者、国際機関、各国政府援助機関、ＮＧＯ、 カンボジアのメディア等を招集す

る予定である。 

 

写真４ カンボジアにおける統計セミナーの開催 

 

おわりに 

これまで行われてきた、フェーズ１及びフェーズ２の成果を踏まえ、今回のフェーズ３

では、カンボジア2011 年経済センサス、2013 年中間年人口調査等、個々の調査の円滑な

実施だけでなく、カンボジアにおける政府統計能力向上の総括的なプロジェクトとなるこ

とが期待されており、それに応えられるよう臨んでいく所存である。 

 


